
商大論集　第 67 巻　第 1 号

大卒初職非正規就業から正社員への移行

43

大卒初職非正親就業から正社員への移行i

一大学時{-'¥;の過ごし方に註告して一

菅万五車

1. はじめに

間的年代以降のバブル崩壊後の景気低迷やグ口一パル化の中の間際的競争力の要

求などを背景に、日本の労働市場の構成が変化している。「労働力調査Jによれば、雇

用者に占める非正規雇用者比率は 1990年代半ばから増加し、 2012年には 35.2覧{厚生

労働省， 2012)と、濯用者全体の 3分の 1以上を非正規濯矧が占めている。新規採用の

状況に日をf向けてみれば、リーマン・ショックによる景気低迷が新卒採用に影響した

2010年3月時点には大学卒業者の就職率は自0.8覧に落ち込み、16.1%{と当たる 8万7174

人が進学も就職もせず大学を卒業した。2013年3月時に就職率は自7.3覧に回復したが、

就職者のうち 4.1需は正規職員ではなく、一時的な仕事に就いた者、進学も就職もして

いない者を併せた「安定的な雇用についていない者Jの比率は20慨に及び、 5人に l

人が安定的な職の保障なく大学を卒業した{文部科学省， 2013)。学卒一斉採用の慣行

が依然根強く残る日本の若年労働市場においては、初職の働き方がその後のキャリア

形成に大きな影響を及ぼすことが実証研究からも明らかになっている2が、初磯を非正

規雇用によってスタートしたかつての新卒者たちはその後正社員などの安定的な雇用

金獲得することができたのだろうか。またその移行にはどのような要素が関係してい

るのだろうか。

職業訓練などを通したスキル習得が仕事に菌:結する能力の獲得とすると、具体的な

仕事のスキルではないが、仕事に関連する能力 例えば対人能力や持難への対処能ん

などの非認知能力側on-cognitiveskill) 場合によっては性格(PersonaltraitsJ 3 

と言える能力 はキャリア形成にどのように関わっているのだろうか。鮒リクル…ト

Z本稿部稜周するインターキッ p翻査「大学的キャンパスライフと卒業後の進路に関するアンケート調査』は、文部省

科学研究費補助金{特別推進研究「世代間関皇軍司緩積分析さらなる探化と飛躍l研究課鰯番号 22000001)の一環とし
て実施された。

2 1t~ えばKondo (2007)は、観察されない個人的異質性をコントロールしても、品輸入職時に非正規の仕事に就いた場
台、その後も非正規の仕事についている確串が高いととを明らかにしているe

3曹'eel(2008)は、非認知能力 (Non-cogniti ve skil1s)を次のように定義する"Noncognitive skills a四 oft田 defined

and蹴出世edin t..er臨 ofwork habi ts， such.as ef[ori. discip1ine. 6!1d deter臨lnaLion，01" ln term.s of behavio.ra1 
traits， such as self-c叩 fidence，sociability， and唖 otionalstabilitv， " 
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キャリア 就職みらい研究所が行った調査によれば、企業が大学新率採用に際して重重

視することを尋ねたところ、すべての項目の中で「人柄j を挙げた企業が 89.5需と最

も多く、次いで「自社への熱意jの77.郎、「今後の可能性Jの70.縦であった(三輪， 2013)。

新卒と中途採用では企業が雇用者に要求する能力が異なるとは考えられるものの、企

業が「人材j そ採用する際に「人柄Jや「熱意j といった能力は決して無視できる能

力ではない。そして非1京烹規干社土員から1F.

いるのではなbい、吻語か冶え七しかし、このような「能力Jは短期的な訓練で習得できるもので

はなく、またその習得の過程やきっかけも十分に明らかになっていない。そこで本稿

は非認知能力とキャ日ア形成の関係に注目し、このような能力や、その習得のきっか

けとなる気づきの機会はどのように獲得され、そのととが非I主規雇用から京規雇用へ

の移行にどのように影響するのかを、インターネット調査から明らかになった大学時

代の過ごし方や経験、人との接し方から探ろうと試みるものである。具体的な本稿の

目的は、大学を卒業し、初職を五社員以外で就労した若年者が正社員へ移行するまで

の時間を被説明変数とし、その関逮要素を大学時代の過ごし方に注目して明らかにす

ることである。ここで「関連要素Jというのは、明白な因果関係を意味するものでは

ない。大学時代の経験は、そのこと自体がその後のキャリアパスを直接説明できるも

のではないが、それらの経験は何らかの経絡を通してその後のキャリアパスに影響蓄を

与える可能性がある。また、直接的・間接的に連関しているはずである。それらの要

素を明らかiとすることが本稿の研究課題である。

初職非正規から正規に移行するために企業が基要求する能力が学歴によって異なると

考えられることから、今["jは大学卒業者に絞った分祈念行う。大学卒業者に絞った理

由は、指導要績に則った教育を行っている高校と比較して、大学時代の過ごし方の大

節分が個人の選択や裁量に任されていることから、その過ごし方によって非認知能力

の獲得に側人差が生じる余地が大きいこと、それゆえに、有効な介入方法がわかれば

非認知能力の獲得者と促進できる可青島性が高い5と考えられるからである。現在多くの大

学でインターンシップの斡旋やキャリアセンターの充実など、就職に関する支援を積

極的に行っているが、授業のあり方や課外時閉め過ごし方などについて、将来の仕事

に関わる非認知能力の獲得のためのガイドラインは存在しない。大学生活の過ごし方

4 Cobb-Clark叩 dTan (2011)が、非認知能力は毒事〈場合的雇用確揮に重要企効果を持っていることを明らかにしている@
5記憶力や計算能力など、早鶏に能力開発が必要な認知能力と比較し亡、 E時十害事"11強力は成人櫨ぜも新たに獲得すること
が可能である左考走られている(Borgl鴻閥抗.1.， 2008)。
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の中にそのような能力の獲得の機会を見出し、何らかの介入施策につながる知見を見

出すことがホ議の目指す到達点の一つである。

2 先行研究

実際に非正規雇用から正規雇用への移行はどの程度起こっているのだろうか。『平成

四年版労働経済白書~ (厚生労働省， 2ω紛が、毎年の「労働力調査jのデータを用い

て、 15歳から 34歳の層で過去 1年間に非正規の織を離職した者のうち正社員になっ

た者の比率を求め報告している。その比率は 1992年の 27.舗をピ}タに、 2003年には

16. 7需に下落、その後最気の回復に従い 2005年には lな側となっている。「就業構造基

本調査jの特別集計を用いた小杉(2∞紛では、同じく過去l年間に非正規雇用の職を

離職した者(15歳から 44歳)が議後侍に正社員となっていた比率を求め、その数値;立、

2002年は 14.2話、 2007年では 16.1%であったことを明らかにした。さらに同一企業内

での「登用Jを含んだ比率を求めたものと Lで、労働政策研究・研修機構(2∞6)は、

東京在住の 18歳から 29歳の若者を対象とした調査から、フロータ}経験者のうち正

社員に移行した者は男性で29.7覧、女性で 19.舗であり、そのうち約2割が同一企業内

での登用によるものマあるとしている。つまり、景気の影響によって比率の変化はあ

るものの、毎年一定の割合で非正規雇用から正社員への移行が起こっていることは確

認、されてお号、その事は概ね 15'覧から 20覧(30歳未満の男性に限れば30紛のようであ

る。

そこマ、非正規雇用者から正社員への移行に関連する重要素を労働供給者"労働需要

者の荷倶IJから検証することが必要となる。これまでに得られた知見を総括してみると、

労働政策研究・研修機構(2006)と同ーのデータを用いた分析から上西(2∞2)が、ブリ

}ターから正社員への1新手替にはフリータ}通算期間が l年未満程度である者が多く、

移行していない者には2年を超えた者が多いことを明らかにした。一点、玄悶(2∞8)

は、 2002年の「就業構造基本調会:Jを用いて、調倉時点の 2002年 10月から遡って 1
年以内の前織が非正社員である離職者を対象に、正社員への移行の婆凶を分析し、供

給者側の要因としては、年齢と家事などとのバランスが、需要者側の要因としては、

地域の失業率・学療・個別の産業の労働需要の強さがあげられるとした。また、非正

規雇用時の継続就業期間について、 i尚一企業で2-5年勤務することが正社員移行に有

利に働くことを確認し、これは継続就業期間が潜在能力や定着性向に関するシグナロ

ングとなっていると結論づけた。
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移行時の年齢、非主規雇用の前職の継続期間について小杉(200引は、 2007年の「就

業構造基本調査Jの特別集言ト語、ら、非lE規雇用から正社員に移行した者と非lE規雇用

問で移動した者について、前職の非lE規雇用の在職期間告と比較し、初職が非lE規雇用

の場合、移行した年齢が 24歳以下であれば、iE社員への移行者の方が平均在職期間は

長く、 25歳から 29歳では在職期間に差はなく、 30歳以上であれば、正社員への移行

者の方が短いことを報告している。つま号、年齢と在職期間が相互Eに移行に影響して

おり、 24歳以下なら前織の非正規麗用に長期勤続したことが正の効果をもたらし 30

歳以上であればその効果はなくなるということである。

さらに小杉(2011)では、移行を規定する要因を、①企業銀IJが採用の際に重視する要

因群{直前織の勤続期間・経験職種.0[[-JTの受講経験・働き方、正社員での就業期

間、学卒就職の有無、学歴、学校での専攻、年齢)、②倒人1JlUの要因群(t生活IJ.年齢、

配偶者や子供の有無、就業に関わる価値観〕、③採用する企業側!の労働力需要の強さ{入

手不足感、勤務先の離織状況、産業・企業規模)に分け、全国の市区町村に居住する

25歳以上 45歳未満の男女の就業者 4024名を対象に、「非正規雇用から正社員になっ

て今も正社員として働いている者Jと「非正規のままで働いている者jの違い在検討

することで、正社員への移行が何に規定されているかを実証した。移行の時期を 2003

年-2008年に限定した分析から、現在正社員であって、過去に非正規雇用から正社員

への移行を経験した者は 13.械であったこと、うち 2割程度が同一企業内での護用で

あったことが確認された。規定要因については、正社員への移行は 20歳代前半に起こ

ることが多いが、議用の場合は 20歳代後半でも差がないこと、非正規期閣の Off-JT

や自己啓発、正社員並みの労働時間が正の効果を持っていた。企業関移動については、

年齢・学歴、五社員経験の有無が影饗していたが、前臓の継続期間については統計約

有意な効果は観察されなかった。小杉(2011)の特徴として、調査は「就業者j 蓄を対象

に行われており、他の先行研究とは異なり、レブアレンスグループに無業者が含まれ

ていないことである。

初職が非正社員であった者に限定し、彼らのその後の正社員への移行の関連華要素を

分析した研究として、県津・玄回(2001)が離学(卒業または中退)後正社員就業しなか

った者を対象に、離学から正社員就業までの期間について、継続期間分訴をし、学歴

が高いほど正社員移行の確率は高まるが、男女別に分析したところ、女性に関しては

この傾向は統計的に有意ではないこと、失業率が高い期間は正社員移行の確率が下が

る一方で、離学前年疫の失業率の影響は見られないこと安明らかにした。また堀田
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(2010)は、『働き方と学び方に関する調査』から、初職非I巨規雇用者の正社員移行経験

の関連要因について分析し、「必死で働いた経験J、最初の3年閉め能力繍発充実度が

iE社員移行に京の影響があること、最初の3年間に 1社に勤務することは複数社に勤

務することに比べてJE社員への移行に負の影響があることを明らかにしている。さら

に、山本(2011) は、労働政策研究・研修機構が 2008 年 10 月 ~12 月に実施した『働く

ことと学ぶことについての調査』食用いて、キャリア・スタート持の年齢が 15 歳~30

歳の男女 5371'，を対象とし、キャリア・スタートからイベント(=京社員への移行)発生

までの時間を分析対象とした研究を行っている。結果からは、①個人属性としては、

性別、年齢、中学3年待の成績、学歴、結婚・離婚・山産が強く関係していること、

②初職就業前に3か月超の無業期間があること、初戦が直接薦問でないことは移行に

負の影響があること、③離学時の完全失業率の影響は男性のみにあるが、期間中の高

い完全失業率は正社員移行を難しくすること、@経験企業数が少ないこと、現職の勤

続年数が短いほど正社員移行確率が高いこと、⑤女性についてのみ迫加的学歴が正の

効果を持つことを確認している。④の現織の勤続年数が短いほど五社員移行確率が高

くなることについては、「移動Jが起きたことによって現職の勤続年数が短くなってい

る可能性が否定できないので、この項目については留意が必要であろう。

ここまでの先行研究との比較的見地から、本稿を特徴づけるのは、まず、対象者を

パブ〉レ経済崩壊後の 19弱年以降に大学安卒業し、卒業後初めて就いた仕事が「正社員

以外jであった男女としたこと、調査に当たっては、現在正社員として就業している

者を 1000名程度確保するよう予備的出現率調査の結果に基づいて調査巣を配信した

が、現在非正規として就業しているか無業となっているかについては制約を課さず、

現在無業者安排除しなかったこと、小杉(2011)が「綿入側の重要因j として位置付けた

「就業に関わる価値観jや仕事に直結しないが仕事に関連する能力非認知能力に関す

る重要素により注目した分析を行うことである。

3町 データ

主1 調査の方法と特徴

本編では、 2013 年 2 月 ~3 月にかけて実施した『大学のキャンパスライブと卒業後

の進路に関するアンケート調査Jl(以後『キャンパスライフと進路調査nの似援を用
いる。本調査は、大卒初織を正社員以外でスタートした若年労働者のその後のキャ3

ア形成について、非正規から正規への移行の関連要因に焦点を当てて検証することを
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目的に、 25裁から 39歳の男女を対象として、側インテージによって実施されたイン

ターネット調変である。対象者を大卒、かっ初職が志社員以外と限定したため、本調

査に先だって出現率調査が行われた。インテージのモニター差是録者約22万人の中から、

25歳~鈎歳、かっ大卒の条件を満たす 26，886人に翻査依頼のメールが醍信され、

10，452 'I'iの回答を得た。そのうち初職を非正社員以外でスタートした者が全体の

ぬ.3弘、初職が非主規かっ現在iE社員またはフローランスか自営業の者が全体の 5.2話、

現在も非I主規の者が全体の9.5略、現在無職の者が全体の4.6需いることが確認された。

これは、非正規スタートのうち、現在正社員またはフローランス・自営業、現在非正

規、現在無織の者の比が、 l対 2)(flであることを表す。本調査では、この出現率調

査の結果に茶づいて、大卒後初めての仕事が非正規かっ現在は正社員、フローランス

か自営業に移行している者を 1000名程度確保するために必要な数の調査依頼のメッ

セージがインターネットを通して配信された。実際には、 4，80告の調査依頼の Eメー

ルメッセージが配信され、有効|ロi君事 3，072 ([，，]1収率63.鍬)を得た60

『キャンパスライフと進路調査jの特徴は、大卒初職が非正社員であった第一次とい

う限られた特性を持つ対象について、コミュニケーションの能力や環境適応力などの

いわゆる「非認知能力jや、さらには働くことを通しての様々な「気づきJについて、

その獲得袋因やきっかけを大学時代の経験や大卒後の仕事とのかかわりなどから探る

こと安目的に、よ哲詳細な質問項目を設定していることである。

3.2 大学時代の過ごし方についての質問項目

大卒初職非正規から正社員への移行に関連する重要素として本稿は「非認知能力jの

獲得に注目する。そのような能力会獲得する過程としては、子ども待代の環境や過ご

し方、仕事での様々な人とのかかわりなどが考えられるが、中でも 10代から 20代へ

と変化し、その過程で「成人Jともなる大学時代の過ごし方に大切な要素が含まれて

いるのではないかと仮定し、数積の質問への1，，1答:に注目する。大学待代の生活を特徴

づける要素として、以下のような項目に注目した。

毒 自宅か一人暮らしか

・授業への出席と成績
脅 クラブ活動への関わり

犠 アルバイト終験

8暫j磯非正規的具体的制磁吉方(J)分布は隣表1にまとめている。
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@ 友人関係

・異性との交際
e 感動する本や映画との出会い

大学時代に限定するものではないが、非認知能力や仕事に関する考え方の取得に当

たって周りの者の影響告を受けたかそ毒事ねる意隠で、「これまで、誰かのアドバイスや言

葉、あるいは存夜が、あなたの進路の決定や仕事、生き方等の考え方に影響を与えま

したかj とも聞いている。

3.3 初戦の状況についての質問項目

初職入車襲までのプロセスについては、就職活動の有無、就職活動で重視したこと、

就職活動で相談した人や機関、初職をどうやって探したか、初職については、{働き方、

職種、企業規模を聞いている。

3.4 性格についての質問

外向性・神経質傾向・開放性 e勤勉・協調性は、心理学の分野で「ピッグ 5J と呼

ばれる主要な性格である。大学での経験に加え、「性格と呼ばれるものjが五社員移行

にどのくらい関係があるかを採るため、ノト撮ら(2012)の提案する日本語版 TenIte思

Personali ty Inventory (TIPI -J)に従い、それぞれの性格について2つの項目をあげ、

当てはまるかどうかを尋ねた。性格別の項目は下記の通りである。

[外向性] ①活発で、外向的だ 己主控えめで、おとなしい

[神経質傾向] ①心開E性でうろたえやすい @冷静で、気分が安定しもている

[開放性] ①新しいことが好きで、変わった考えを持つ ②発銀カに欠けた、平凡な

人間だ

[勤勉さ] ①しっかりしていて、自分に厳しい ②だらしなく、うっかりしている

[協調性Ja:他人に不満を持ち、もめごとを起こしやすい ②人に気を使う、やさし

い人間だ

回答者は、それぞれの項目に関して1.全くそう思う 2‘まあまあそう思う 3.少しそ

う思う4どちらでもない5.少し違うと思う 6.おおよそ違うι思う 7全く違うと忠弘
の7段階の選択肢から該当する答えを選んでいる。それぞれの性格の特徴が強い場合
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に数値が大きくなるようにスコア化を行った。

4 記述統計量

4. 1悶 初職罪IJ特徴

アンケートの調査対象となったのは「大学を卒業し、かっ初職が正社員以外であっ

た者Jである。分析対象を特殊な条件によって絞り込んでいるため、まずは、「大卒で

初織を非正規就業した者Jが初磯を正社員でスタートした者と比較してどのような特

性を持っているかを確認する必要がある。そこで、本稿と同年代の若年者を対象とし

ている『働き方とライブスタイルの変化に関する全国調査~ (JLPS)'を用いて、大卒者

のうち初磯の違い{正社員が非五社員か)による特性の遣いを鮒表2Iこ示した。これに

よると初職を非;疋規でスタートした者の 61.7%1立女性で、女性の方が大卒後初職を非

正規でスタ…トする確率が高いことがわかる。また、四%年以降の卒業者が非正規ス

タート群の 82.6世~占めている。

その他、主だった特徴について労女別に見てみると、男性の正規スタートと非正規

スタ}トを比較すると、父親の大卒率は大きな差はなく、むしろ非;疋規スタート群の

方の率が若干高くなっているが、 15歳時の父親の働き方を見ると、正規スタ…ト群で

役員・正社員の割合が高く、非正規スタート群で自営業主ー家族従業の率が比較的高

い。大学生活の過ごし方については、勉強・授業や友達付き合いに対する態度では両

若手で差はないが、クラブーサ}タノレやアルバイトなどに対する態度では、正規スタ}

ト群の方で熱心に取り組んだ率が高い。商事孝で違いが顕著なのは、大学時代に「恋愛

に熱心Jだった割合で、正規スタート群では必需品宝熱心と答えたが、非i正規スタート

群ではわずか 15.9覧であった。また就職に芦絡する「就活に熱心に取り組んだj率は、

;正規スタート群では40.械だが、非正規スタート群では18.2需であった。

女性については、父親の大卒率に大きな差はないが、母親の大卒率は正規スタート

群で高い。また、男性では中学3年時の成績は2群間で顕著な違いは見受けられなか

ったが、女性では、 L己規スタート群で中学3年時の成績が良かった傾向が示されてい

る。大学時代熱心に取り総んだことについては、 2群問で大きな違いはないが、クラ

ブ，サークル、友;達付き合い、旅行、恋愛について、正規スタ…ト君事の方が熱心に取

， JLPSは、東京大学梓会科学研究所が、労働市場の変動やろか子高齢化の進展者どの中、 SAλ人的ライフスタイルや意識
がrのように変化しているかを把握することを囲約とし、日本全国に居住する 2(}34歳(晶年調査)ic:3540議{壮年調
査〕を対象に20昨年より持年実態しているパネル調査である。 JLPSの使用にあたっては、社会科学研究所パネル調査
企画委員会的許可を受けた。
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り組んだ率が高い。就職に夜給する「就活に熱心だったJ率については、正規スター

ト群では46.郷、非」正規スタ}ト群では26.8需と、男性と比べて女性の方が2草学問の差

が小さい。

4.2 分析対象の特徴

表 1は、「キャンパスライブと進路調査jの結果より、大卒初磯が非正規雇用であっ

た者の現在の働き方安男女別に示している。これによると、男性の 26.鍬-4分の 1

強が現在は1E社員に移行している。その一方で 10鷹羽が何らかの理由で無職の状態に

陥っている。女性では非主規からJE規に移行した率はわずか 11.械にとどまり、非主

規→1E。規の移行は男女差が大きいことがわかる。女性の場合は結婚・育児などのライ

ブイベントによるキャリアの中断があることから、仕事そしていない状況安「専業主

婦Je r無職jに分割したところ、 22.鍬が現在専業主婦であることが分かった。

表1:現在の働き方

男性 女性
Freg Percent Freヨ Percent 

正社員 25畠 2豊島5 247 11.7 
アルバイト巴パート、派遣a契約 557 57忠告 1，25由 5嘗，21
フリーランス組自営業省農林漁業 4事 5掴1 46 2，1畠
専業主婦 481 22，7昌
銀重量 事7 10，0昌 思7 4，12 

サンプルの記述統計量は表2に耳元した。大学生活の過ごし方を見ると、男女間で顕

著な差が見受けられる。女性の S舗が大学時代「友達がたくさんいた・たくさんでは

ないがいたj と答えているのに対し、男性のその比率は 61覧である。また、大学時代

に「異性と交際したことがあるJ女性は63.縦であるが、男性では35.3唱にとどまって

おり、大学時代の人との関わりの度合いに男女間で差があると考えられる。初職の仕

事の内容は、女性の3分の 1-33. 5唱が事務職に就いていたが、男性はその比率は 12.7唱

と低かった。男女で共通するのは、ど「ちらも、全体の4分の lが接客・調理ー受付な

どのサーピス職、 20耳弱が専門ー技術職に就いていたことである。
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表2:記述統計量
男性 女性

0.413 0.493 0.523 0.500 
文学生活 0.579 0.494 0.512 0.495 

0.612 0.488 0.806 0.396 
0.653 0.476 0.807 0.395 
0.396 0.489 0.445 0.491 
0.353 0.473 0.638 0.481 
0.391 0.488 0.481 0.500 
0.860 0.347 0.936 0.245 

文学ω成繊 0.076 0.266 11091 0.281 
0.216 0.412 0.329 0.470 

ふつう 0.483 0.499 0.450 0.498 
あまり象〈怠かった 0.186 0.389 0.110 0.313 
よ〈なかった 0.059 。'" 0.020 0.139 

車調臨時の状況 鶴男雪あり 0.611 0.487 0.624 0.485 
完全失鶏率 4.630 0.567 4Ji49 0.624 
大卒後初噛誌でフランク有 0.741 0.439 0.749 0.434 

都職 管理職(部長.課長、lIi長など7 0.00.2 白040 0.001 0.026 

専門様z舷街穂市関連、欝癒デ編ー後タ‘整法理務・、入教お育な、研夜、編集、デザインな的 。園191 。'" 0.1書? 0.398 
事務輔[一般事務.禽計事務‘ ど〉 0.121 0.333 0.335 0.472 

販サ売ービ機ス幅嘗!II繰t接睡客(属、鋼現議罷、発レ‘歩訪、問受嘗付実な業、ど電〕器管象鉱El 0.081 0.283 0.089 0.285 
0.273 0.446 0.210 0.444 

生産工程職労務職{製造、組立却工務理、韓殴、精縄伝ど7 札121 0.333 0.024 0.153 
混雑様z保安職(ドライバー‘臨速、灘躍、害警鏡、締般智義伝的 0.070 。'" 0.010 0.091 
その他 0.122 0.326 (1.016 0.265 

初職の企築・聞体の曙機 5人衆議 0.032 日開11自 0.1)48 0.213 
畠四曹人くらい 0.079 0.271 OJJD8 0.252 
10-醐人〈らい 0.291 0.457 0.291 0.454 
"0押田宮人〈らい 。園121 0.328 0.117 0.321 
"0可申蹄人〈もい 0.061 0.250 0.085 0.279 
1口間人組よ 。154 0.361 0.1晋君 0.368 
官公n' 0.046 0.210 (1.010 0.2日"
わからない 0.203 0.403 0.15昌 0.366 

小学8年時の成績 とてもよかった 0.278 0.446 0.350 0.471 
よかった 0.235 0.425 0.342 0.474 
ややよかった 。定" 0.455 0.210 0.408 
あまりよ〈怠かった 0.148 0.355 0.083 0.275 
よ〈なかった 0.046 0.210 0.015 0.122 

高綾3年時のl<職
主会役栓員役員.jE・職経員営者

0.755 0.430 0.711 0.420 
0.029 0.1自7 0.022 0.146 

自宮署健全、フリーランス白鴎象 0.156 0.363 0.154 0.361 
農林浪集 0.017 0.1昌1 0.017 0.130 
パート事イム瞳アルバイトー蕗詩画課遣など 0.043 0.203 0.036 0.185 

文学所在地 首都掴 0.394 !1489 0.328 0.470 
東海 0.079 0.271 (1.084 0.278 
置犠 0.221 0.415 0.243 0.429 

髭性響格を受けた人物あり 0.428 0.495 0.523 0.500 
外向性 7霊" 2.1511 7.927 2.343 

8.836 '"'自1 8.608 2.241 
8.275 2.245 7.986 2.083 
7.936 2.13串 8.098 2.213 

5陪 実証分析の方法

本稿では、山本(2011)ど同様に、初職からイベント(=主社員への移行)発生までの時

間を分析対象とした分析を行う。つまり、大学卒業後lE社員以外でキャリアをスター

トした後、lE社員になるまでの期開設被説明変数とした「生存時間分析j を行う。
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5. 1悶 陶酔i郡一躍睦ler法による題連要素分析

まずKaplan寸deier法 (Kaplan-Meier，1事58)を用いて、ノンパラメトリッタな生存関

数以t)の推定安行う。 TとS(t)の関係は次のように説明できる。 Tがイベント発生ま

での時間を表す;疋の磯率変数の場合、その累積分布関数F(t)は

F(t) = Pr(T認ので表され、その生存関数以t)はt持を超えて生存寸る線率在捕し、
S(t) = 1-F(t) = Pr(T > t)となる。

S (t)はt=Oの場合、 1であり、 tが無線に近づくにも主いo，こ向かつて減少する関数であ
る。

Kaplan-班eier法によ層推定するのは次の式であるa

的措 JI弘('!L~~j

加こでR はt時にイベント発生のリスクに面する個人の数であり、 dはt時のイベj ，，，，，，.. j 

ント発生の数である。本稿ではTの単位は年数である。

さらに、サンブルを特性ごとに群化し、それぞれの群ごとにKaplanー恥ier法による

生存率曲線(問rvivalcurve)を描舎、特性の違いが非正規から正社員への移行にどの

ように関わるかを分析する。注目する特性は、性別と大学時代の過ごし方の違いであ

る。具体的には、自宅からの通学か否か、郎・サータノレに所属したか、異性と交際が

あったか、友達がいた方か、アルバイト経験があるか、である。

5.2. Cox比例ハザードモデル(CoxProport i朗自IH誼Z畠rds恥del)

大学時代の過ごし方や子どもの頃の家庭環境など、個人の特性がイベント発生にど

のように影響するかを検証するために、 Cox比例ノ、ザードモデル(Cox，1百7訟を用いた

セミパラメトロックな分析を行う。 Cox比例ハザードモデルでは、被説明変数のハザ

ード率が、説明変数によってどのように変化するかを推定する。ハザード率は生存関

数との関係で次のように重畳され、 t時までにイベントが発生していない者のうち、 t+1

時までにイベントが発生する確墨罪である。

Pr(t+At > T > t I T > t) f(t) 
h(t) = 1出=

→o At S(t) 

観察依jについてのハザード率を次の推定式で推定する。
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h{tlx)=Jも(t)昏Xp(Xj久)'

5.3岨 説明変数

大卒後の初織を非五社員として初めてから最初に正社員になるまでの期間を説明す

る褒棄として次の変数を説明変数として用いる。

大学時代の特性を示す変数として、理系ダミー、第一希望ダミー、自宅通学ダミー、

友達がいた方ダミー、授業は出た方ダミー、害事活ありダミー、異性との交際ありダミ

ー、心に残る本や峡樹あ哲ダミ}、アルパイト経験あ哲ダミー、 5段階の成績と大学

所在地(首都圏・東海・近畿)。 卒業時の状況を表す変数として、憲主活あ事ダミー、完

全失業率、初戦まマのブランタ有ダミー。初職に関する変数として職種、企業規模。

その他の変数として、小学品年時の成績、高校3年時の父親の職業、生き方や職業に

ついて影響を受けた人物や存在ありダミー、性格ス=ヨア(外向的・神経質・開放的・勤

勉・協調性のピッグ5)である。性格スコアに関しでは、ピッグ5のそれぞれに該当す

る2つの質問から数値を計算している。スコアはそれぞれの性格について、最少 2、

最大 14となり、スコアが高いほどその性格がより強いことを示す。

告結果

6.1目 陶plan-間車ler法分析結果

図1から図9はKaplan恥 ler法に基づいた生存率曲線であり、ここでいう生存率は

非正規のままでいる取を指している。図 1は、男女差を表す。男女を比較すると、女

性の曲線の傾きが小さし正社員に移行する率が低いc また 10年経過後あた号から曲

線はフラットになってお号、これは女性において結婚雀出産などのライフイベントが

影響したものと推測できる。

図2以降は男女別分析の結果であり、 2つの曲線に統計的有意な差異がある群jJiJの

生存運転曲線である。男性の場合 2群で顕著な予告異があった項目は、自宅通学か否か、

クラブ活動に熱心に取り組んだか否か、異性との交際経験があるか否か、友達がいた

方か否か、アルパイト経験の有無である。男性i土、大学時代自宅外から通学していた

こと、クラブ活動に熱心に取り組んでいたこと、アルバイト経験があること、異性と

の交際経験があること、友達がいた方、で正社員の移行確率が高かった。女性の場合

a Kaplan-Meier法、Cox比例ノ、ザ]ドモヂルともにCleveset a1. (200訟を参照し、 STATA12による推定を行った母
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は、大学時代の特性では、クラブ活動に熱心に取り組んだか否か、アルバイト経験の

有無に 2群の差があったが、女性特有の顕著な差異を示したのは、生き方や職業につ

いて影響を受けた人物や存在が有るか否かによる 2群である。影響を受けた人物や存

在がある場合、初職を非正社員でスタートした後、正社員に移行する確率が高かった。

図 1:正規社員への移行時間 男女比較

Eロコ
lKa PI an-Meier釦 rvivalestimates: by gender 
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図2:正規社員への移行時間(男性)自宅通学か否か

(自宅通学:col_ji taku= 1 ) 
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図3:正規社員への移行時間(男性) クラブ活動の有無

(クラブ活動あり:coll_anyclub= 1 ) 
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図4:正規社員への移行時間(男性) 異性との交際の有無

(異性との交際あり:coll_date= 1 ) 
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図5:正規社員への移行時間(男性) 友達がいた方か否か

(友達がいた方:col_efriend= 1 ) 
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図6:正規社員への移行時間(男性) アルバイト経験の有無

(アルバイト経験あり:coll_partjob= 1 ) 
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図7:正規社員への移行時間(女性) クラブ活動の有無

(クラブ活動あり:coll_anyclub= 1 ) 
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図8:正規社員への移行時間(女性) アルバイト経験の有無

(アルバイト経験あり:coll_partjob= 1 ) 
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図9:正規社員への移行時間(女性) 影響を受けた人や存在の有無

(影響を受けた人や存在あり:people_impact= 1 ) 
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6.2. Cox比例ハザードモデル

男性サンプルの分析結果を表3にまとめた。 (c)式を4つの異なるモデ、ルで、推定し

た結果、自宅通学、大学時代の異性との交際、大学時代のアルバイト経験、初職の職

種がすべてのモデルで統計的有意な影響を示した。大学時代、自宅から通学していた

場合、ハザード率はo.77から O.78で、非正規から正規へ移行する確率が 22------23明低
かった。大学時代の自宅通学はその後の親との同居率にも影響すると考えられ、親と

同居していることは、正社員となり経済的に自立する「ニーズ」が低くなることから

正規への移行確率が低くなったと考えられる。大学時代の過ごし方については、「異性

との交際経験があること」と「アルバイト経験」が、それぞれ正規への移行確率を 66.4

------70.側、 71.7------81.蹴上げていた。大学時代の成績や授業への出席は非正規から正規

への移行に統計的有意な効果を示さなかった。唯一モデル(1)で、大学時代の成績が「あ

まりよくなかった」場合、移行確率が高くなっていた。初職の職種については、運輸・

保安職であることは、移行確率を 47------49覧下げていた。モデ、ル(4)はビッグ5の性格を

説明変数に取り入れているが、神経質傾向であることが正社員への移行確率を 6.3切下

げていた。
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表3:Cox比例ノ、ザードモデル推定結果(男性)

【" '" 【" ，<) 
HIIZ.Rldio 制'". HIIZ.Rltio 制 h "R柚 制'". HIIZ.Rlllio 制 Eπ

天司戸 .. ‘ 1.'''' 0.171 1.112 0.175 1.111 0.175 '四・ 0.171 

大司慎重沼
蹟損圃 !!.!!! 引~ a"‘ 且a'tSoEa 日..，昼・.. 0.12・

1aa7・哩.. 引 g

J-.a。自Ka宅遣a墜に，宿量いはと，oたる幽'e褒方本た'"瞭や方Zあ映R荷り圃風.. 砂

目，.. 。1舗 .，・4・h 。1ω ...ω 
1.210 。1・1 1.21' .." 1.215 。." ...・3 。"・0.811 0.148 凪悶. ..~ 0.834 0.144 ."・ 町絹
...副 ...騎 1.074 制調 1.073 0.15・ '四・ 凪"・
M・4同 "" 

1.877同 U舗 1.174同 "舗 1.701同

"" 1.0" 。"・ 1.074 0.151 ...・. 。". '関. 。"・Z&!H担匝・晶国 1.11'岨・ 目a・E 1780 ... 担・1 170 .. 日a・日 1717 ... 目.."
文学'o慮. kてもよかった M・・ ".， 0..，1 国" 日制 "，. 0.811 ，，~ 

山 。m a・・4 削 .. M・2 。1・4 0.811 ...・・日調事
"" U33 国お 1.333 日お 1.32・ "" 

日" .... 1.231 .." u舗 .. " 1.212 .... 
u・3 0..213 1.27・ 目n 1.210 0..277 1.217 0..287 
1.431 0.311 1.45・ 回η ...舗 ロ'" Ul. .. " 1000人以上 帥制 。... 帥岡 0.11. 日目 .... 0.831 ...・7

百:肩否両扇面一一百わ育よか会か五qFhFよftzか凶E 
1.421 'AB 1.414 山 1.418 ...・ U84 叩

'"雪量 !ull 思理量豊 盟ill 日掛 0JlI . .11豊 !ull 
...・ー ."'. 1.17・ 田市 1.17園 ロ'" 1.131 ."'， ...・7 0.212 1.130 国.. 1.131 0.211 1.12・ ."'. あまりよ〈なかヨた 1.110 ..  柑 1.124 "''' 1.12・ .. " 1.110 " .. 

副主最盛 E唖豊 盟主国 9.ill ...，. ... 担 E皇11 LOl量 E盟Z
高脚年時ø~.

禽.，自e稚書絹ー俊2ドaaR⑨民主aイR • .曾者
凪7・T .. " 凪'" 回調 凪'" ロ'" 凪7・8 0.311 

ヲリーラ~~・自由畠 1.074 。1・4 1.084 0.117 1.087 。". 1.077 ...・・
0.823 0.374 a・.. .. .. 0.117 0.371 0.824 ."・防曲:..Z&d1'J::.:圃酎・調講寓" 日11! "" .." 間四 日間E 日.... 9.Il.l 目鼻腔

~，事房蚕画 曾寓御梅園 a・" .." 回目 ロ"・ ..，・ 凪1回
1.221 a制 1.234 0.311 日舗 叩

話蹟 0.812 0.107 0.81' 。... 0.821 0.170 
ーー亭唖付TトA曲島叫 1目:担 目"・
性格 外神鑑肉的置 o，n8 白血

0.837 ... 醐 2

聞陶定勉的 1.01哩 山
0.810 。刷

量園量 畠". 田昌E
Obo.rwllon8 "・ "・ 位. 飽'
，. "叫・a "・ "・ 位. 飽'
No. offoo'uIN Z柑 ， .. z‘・ .. ・
nll.at抽 ヨ皿 羽田 ヨ舗ヨ ヨ皿
"" u岡山 -1464.4 一'咽" -1463.18 -.~・“日伯2 74.53 7・・2 ，.・7 .... 
E園陸"" 白血 E盛田E E盟.. 岨瞳

建定的"繍蜘定輔値は網倒"閣はkでそ陪れ怠ぞ〈才M市m富岡*田a・勘...を偉Eい酒てP"るで.餓齢的 ζ有怠でおる己と告示す.

表4は女性サンプルの分析結果であるが、自宅通学、大学時代のアルバイト経験が、

男性サンプル同様、非正規から正規移行確率に影響を与えていた。女性サンプルに特

有な現象は、「初職の企業規模を知らない」ことが正社員への移行確率を 31~32%下げ

ていたことと、生き方や職業について影響を受けた人物や存在が有ることが正社員へ

の移行確率を 30.部上げていたことである。「初職の企業規模を知らない」ことは初職

が直接雇用でなかったことを表していると考えられる。また、生き方や職業について

影響を受けた人物や存在の有無が正社員への移行に関連していたことは、女性のキャ

リアプランやライフプランの設計には、周囲の者や存在、それらを総括した「環境」

の影響が大きいのではないかと考えられる。
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表4・Cox比例ハザードモデ、ル推定結果(女性)
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7 まとめと考察

本稿では、大学卒業後の初職を非正社員でスタートした若年者がその後正社員に移

行するまでの時間に関連する要素を分析した。男女別に行った分析より、大学時代自

宅から通学していたことと、大学時代にアルバイト経験があることは、男女で共通す

る正社員移行の関連要素であることがわかった。先に記したように、親との同居は正

社員となって経済的に自立する「ニーズ」を下げることが 1つの経路として考えられ

る。記述統計より、男性のB師、女性の 94.6'閣が大学時代にアルバイトを経験しており、

それ自体は珍しいことではないはずであるが、それでも、実際に働いた経験は、その

後の非正規から正規への移行に関連していたことが確認された。調査ではインターン
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シップ経験についても尋ねているが、「制度自体がなかったjと回答した率が高く、今

回の分析ではその効果を確認することができなかった。しかし、筆者の知る左ころで

は、現在行われているインターンシップの多くが l週間前後のグループワーク{グルー

プに分かれ問題解決法や課頴に対する提案を行うこと)を中心としたものとして実施

されており、インターンシップを文字通りの就業経験とみなすことは難しい。ぞうす

ると、大学時代の実務経験は今も「アルバイト経験j に集約されるかもしれない。そ

して「実際に働いて給与を得る経験Jはその後のキャリア形成にも何らかの貢献をし

ているという解釈が可能である。あるいは、大学生の大部分がアルパイトをしている

現状の中、アルパイトをしないということが何か別の意味安持つ場合一例えば身体的・

精神的に関難である会2ーも考えられ、それについての精査が必要であろう。

その他の要素については、男女間で異なる傾向が観察された。男性では大学時代に

「異性との交際経験があるJ場合、非正規から五規への移行の確率が高くなっていた。

第1節でも述べたように、埼翁で行った分析は厳密な「因果関係j というよりは、関

連要素、つまり「相関関係jを探るものであり、「大学時代に異性と交際したから正社

員に移行しやすいJことを示しているわけではない。しかし、いくつかの先行研究9が

示しているような「非正規社員であることは、主に経済的な理由によって結婚や家族

形成に負の影響会与えるJという一方向の因果関係ではなく、大学時代に巣伎と交際

する性格的な要素と非正規から正規の移行に影響する要素が相関している可能性があ

る。就労状態と家族形成の関係には、検討が必婆な観察されない関連要素が存在する

ことを示しているのではないだろうか。

「大学時代の呉性との交際j と「非正規から正規への移行jに相関関係があること

が明らかになったが、ここでその経路について考察してみたい。可能性の高い経路と

して、次の3通りが考えられる。第1の経路は、異性と交際することと正社員として

会社に選ばれることの向‘方に関係する第3の要素があり、そのことが両者に因果関係

があるように見せていることである。例えば f;レァタスがよいj ことや「人当た事が

よいj ことは女性にも雇用者にも好まれる要素ゼあるから、そのような要素があるこ

とで、大学時代に異性と交際したことがその後の正社員への移行に関係しているよう

に見せていると考えられる。第2の経路l土、やはり第3の基要素の存在が絡んでいる。

それは、「仕事や交際に関する考え方や態度Jではないだろうか。つまり、綿入の考え

， ;，唱えば酒井・樋口(2005)や津谷(2叩9)で、不安定雇用の結婚への負の効菜、iE規雇用の結婚へ舟iEの効果がそれぞれ
報告されている。
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方や態度の違いが、異性との交際と亘社員への移行双方に影響したと考えられる。「誰

か(特に具性)と交際することjや「就職活動をして主社員会目指すことJは「誰とも

付き合わないことjや「就職活動肉体をしないことj と比較すると「面倒Jなことで

ある。しかし、面倒であっても、交際や仕事から感じる満足感を求めてチャレンジす

る気持ちを持っかどうかが、「異性との交際Jと「非正規からI主社員への移行Jに影響

したと考えられる。第 3 の経路は、両者の関に因巣関係があるケースで、 r~呉亀性との交

際jが実際に将来の7京F

していた女性と付き合い続ける中で、正社員とな型経済的に自立し、家族を築きたい

という思いが強くなり、堀田 (2010)で示されたような「必死で働くJインセンティブ

となったかもしれない。

みよ稿の分続結果だけからは上記の両者の関係を特定するとことはできないが、どのケ

ースの場合も、大学でのカリキ三本ラムや課外活動で「他人との関わりJ制限すことが

有効ではないだろうか。第 1のケースの場合、「ルックスのよさJは介入によってただ

ちに改善できるものではないが、日常的に人と関わることで、相手を不快にしない「感

じのよさjを身に着けることができるかもしれない。また、「人当たりのよさJI主人と

の関わ哲によってしか身に着けられないものであろう。第2のケースも、例えばカリ

キュラムにグループワークなどの他人との関わりを促す活動を組み込むことが有効な

のではないか。大教室での講義を受動的に糠き、一人でレポート奇書いたり試験者?受

けたりすることに比べて、グループで話し合って結呆をレポートにまとめたりする作

業は確かに「面倒jであるが、その向こうにある充実感を体験することで、仕事や対

人関係に能動的な態度を養成できるかもしれない。第3のケース 異性との交際が正

社員への移行会促す場合についても、まずは「人Jと付き合うこと安促す活動が有効

ではないだろうか。

一方、女性に特有な正社員への移行に関連する要素は「生き方や職業について影響

を受けた人物や存在があることJであった。これは、女性のキャリア形成に「ロール・

モデルjや「メンターJの存在が有効であること安示唆していると考えられる。現在

大学では就職活動支援の目的から、キャリアセンター主催で現役大学生と OB'OGらと

の交流機会が設けられている。今後i土、就活支援に限定せず、長く職業を持ち続けて

いる女性たちから働き方全般やライブプランについて気軽に話し交流できる機会がも

っと設けられてもいいのではないだろうか。
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附表 初職の内訳

パートタイム・アルバイト
臨時（臨時社員）
非常勤
日雇い
派遣
請負
契約
嘱託

男性 女性
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附表 参考資料 大学卒業者の初職の働き方別特性
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職
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正
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性
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役
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2
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